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    Humble Bundleがコミック本のセット販売を拡大

Analysis
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E-BookとE-Comicのセット販売というユニークなビジネスモデルを実践している米国のHumble Bundle (HB)は、今年18種のセットをリリースし475万ドルを売上げた。うち300万ドルはコミックのみ（10種）の売上。ニッチとしての成立も覚束なかったHBのE-Bookだが、コミック市場との親和性を発見することで成長のきっかけを掴んだかもしれない。



ゲームユーザーの誘導に成功

サンフランシスコに開業したHumble Bundle(以下HB）は、ビデオゲームの販売サイトとして出発した。2012年に独立系出版社のE-Bookタイトルのセットを期間限定、DRMフリーで販売することからスタートした。購入者は慈善事業に寄付するオプションを持つ。今年はチャリティの金額も120万ドルに達した。これは半端なものではなく、寄付先にはDoctors Without Borders、Comic Book Legal Defense Fund、First Book、Feeding America、Science Fiction & Fantasy Writers of America Emergency Medical Fundが含まれている。基本的にブック・コミュニティのための社会事業で、最後のはSF&ファンタジー作家協会が運営する医療基金。

Publishers Weeklyの記事(12/17)によれば、HBは現在、セットでの値引き販売を利用する数百万人のファンを擁している。今年はテーマ別のE-Book販促セットを加えて構成を充実させてきた。HBはもともとビデオゲームのセット販売のためのサイトからE-Bookに進出したものだが、これまでゲーム・ユーザー向けのコンテンツ（当然ながらコミックは最重要アイテム）を扱ってこなかった。コミック・コンテンツでの突出した成功は当然と言えるだろう。そして、コミックの世界でDRMフリーが広がっていることも追い風となっている。「10代から30代までのゲーム好き」というHBのユニークな顧客層は、デジタル・ファーストが多く、出版社にとっても魅力的なものとして評価されつつあるようだ。

HBは大手を含む商業出版社との取引を拡大させたが、基本的にDRMフリーで世界販売権の獲得を目ざすことから、取引の拡大は容易ではなかった。また。単一出版社のバンドルに比べて複数出版社のバンドルには数ヵ月を要する。出版社の承認／契約をスムーズにすることも大きな課題だ。しかし、ディスカバリー問題がクルーズアップされたことで、同社の顧客の価値が評価されたことはプラス要因だ。



バンドリングというアプローチ

米国のE-Comic市場は、ComiXologyを買収したアマゾンが圧倒的な形勢だが、市場は急拡大しており、出版社の間でのDRMフリーの普及が進めば「バンドル」モデルの成長を促す可能性は十分にあるだろう。さらにHBはチャリティ活動で実績を重ねており、それがブランド価値のコアになっている。

「バンドリング」というHBのアプローチは、「ディスカバリー」と読書市場への刺激という点で潜在的に大きな可能性を秘めていると思われる。テーマやジャンル、著者、時代などで本をグループ化することは、読書ということの本質にかかわっており、読書家はこれを基本に読書量を増やしているし、欧米では読書教育に採用されている。非日常的なベストセラーよりはこちらのほうが本の市場の土台をなしていると考えられる。

E-Bookによって本のマーケティングの可能性は大きく開かれたが、「セット割」は簡単ではない、潜在的な市場はあってもコミュニティとしてまとまっているとは限らないし、複数の出版社との交渉も面倒だし、アマゾンのようなプラットフォームを持たない企業にはストア別のDRMというハードルがあるからだ。しかし、長期的に見てDRMはソフトなものに変容していくだろう。だから「バンドリング」は中小のベンダーがニッチに生き残れる有効なモデルと考えられるのだ。◆ (鎌田、12/22/2014)


自主出版と定額制の微妙な関係(♥)

Analysis
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定額サービスは、やはり2014年の最大の焦点の一つだった。しかし「予想」と違ったこともある。1年前はビジネスモデルとして成立するかどうかが問題だったのだが、現在問題となっているのは、これが著者／出版社にとってよいことかどうか、より具体的にはアマゾンのKU (Kindle Unlimited) がどうなのかということだ。［全文＝♥会員］



定額サービスは強力だが危険なツール



著者・出版社は選択しなければならない


“三番手”マクミランがアマゾンと契約

News
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マクミラン社は12月19日、先週末にアマゾンとの間で新しい複数年契約を締結したことを明らかにした。これには印刷書籍とE-Bookの両方が含まれ、後者にはエージェンシー・モデル(70/30)が適用されるという。アマゾンとの新契約は新年1月5日に発効する。皮肉なことに、アップルだけは2017年10月5日まで無制限に値引販売することが出来る。



アマゾン依存からの脱却にScribd/Oysterを活用

マクミラン出版は1995年以来、独ホルツブリンク社の傘下にあってビッグ・ファイブの一角を占める。ジョン・サージャントCEOは、契約の詳細について言及していないが、WSJなどは、これが最近のサイモン＆シュスターとの契約でも採用された「修正エージェンシー・モデル」つまり小売サイドに価格設定の自由度を残した委託販売制であると推定している。アマゾンのコメントはS&Sの時と同様「マクミラン社が低い小売価格設定を設定する際の金銭的インセンティブを設定した」と述べており、マクミランもそれを確認している。

ビッグファイブでアマゾンとの経緯交渉を残しているのはペンギン・ランダムハウス(PRH)とハーパーコリンズ(HC)の2社となったが、以後のこれらも「修正エージェンシー・モデル」に落ち着くことは間違いない。2012年の和解以降の契約モデルはこれがデフォルトになった。多くの人が指摘しているように、これはアマゾンの自主出版プログラムであるKDP契約のモデルと基本的に同じだが、重要な点が「インセンティブ」の細部にあることは言うまでもない。つまりは力関係ということだ。

マクミランはE-Bookの売上の64%をアマゾンに依存している。これはアマゾンのシェアからすると一般的な数字だと思われるが、もちろん代替的なチャネルの開拓が急務となっている。マクミランにとってそれは、別のストアではなく別の市場、つまり定額制サービスであるようだ。サージャントCEOは次のように述べている。

「市場への新しいルートを探索する中で、私たちは定額制を含む新しいビジネスモデルを検討してきました。それが長期的に見て皆さんの本の伝統的価値を損なうのではないかという懸念はつねにありますが、マクミランはOysterとScribdとは契約しようと考えています。ただし、契約モデルが異なるKindle Unlimitedについては考えていません。」

ビッグファイブのうち、HC、S&SはすでにOyster/Scribdにコンテンツを供給しているので、マクミランが加わったことはモメンタムになるかも知れない。そして、アマゾンとは契約しないという傾向も明確になってきたようだ。◆ (鎌田、12/22/2014)


アマゾン「定額制」に揺れる作家

News
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アマゾンのKDP Selectの貸出・定額プログラムから著者にもたらされる1冊当たりの「印税配当」が低下していくにつれて、欧米市場では定額制サービスへの作家たちの懸念が（かなり増幅して）伝えられるようになった。Kindleで地位を築いた人気作家たちの中にも、Selectから離脱する作家が出てきた。



人気作家がUnlimitedから離脱

インディーズ系の人気作家で、2011年の立上げ以来 KDP Select に参加していたJ.A.コンラス氏は、最近のブログでこのプログラムからの離脱を表明した。1月中には 'Kindle Unlimited' (KU)および 'Kindle Owners' Lending Library' (KOLL)からタイトルが消えるという。定額制が販売を前提とした本の価値を毀損するとの声に対して彼は、「それは分からない。売上が落ちた人もいれば、上がった人もいる。自分としてはもっとデータが欲しい」と述べている。コンラスの離脱は、H.M.ウォードに続く人気作家の「Select離れ」を示すもので、波紋は広がっている。逆に言えば、Selectは著者が（3ヵ月単位で）選択可能だということだ。既成出版社との契約のようなものではない。

「パニックを起こす必要はない。」とインディーズ出版者向けのPublishing Service Indexを発表している The Independent Publishing Magazine (TIPM)のミック・ルーニー氏は述べている(TIPM, 12/23)。コンラスでもウォードでもない作家は、販売部数と収入実績とをよくよく見比べた上で決断したほうがいい。そして変化をKOLL/KUに短絡する前に、販売に影響した要因（自身の価格設定や、直近に競合した他の売れ筋本など）を分析してみる必要がある。さらに、KOLL/KUに匹敵するキャンペーン・ツールが得られるかどうかも。要するに、KOLL/KUは誰にもプラスとなるものでもなければ、誰にもマイナスになるものでもないということだ。

KOLL/KUから人気作家が離脱することは、Scribd/Oysterに比べてベストセラー・タイトルが少ないアマゾンにはもちろん不利に働く、またKOLL/KUにあるのは“ゾッキ本”だという風評が立てば、販売額が多い作家から順に離脱することになりかねない。アマゾンはそれを防止するために、人気作家への支払額を（Scribd/Oyster並に）引上げるかもしれない。あるいはまた、しょせん定額制は、暇つぶしに読む本を求める怠惰な読者のためのものに止まり、全体としてのブックビジネスに影響は少ないのかも知れない。たった５ヵ月。事態はまだ流動している。◆　（鎌田、12/25/2014）
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オープンアクセスで変わる科学技術出版(♥)
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学術(STM)文献を対象としたテクノロジー・ソリューションを提供するインド（チェンナイ）のNewgen Knowledgeworksは、25万点にも達しているオープンアクセス(OA)研究文献を利用するためのタブレット・アプリ ResearchPadをリリースした。無償だが、ホワイトレーベル(OEM)で出版社などにカスタマイズして提供される。[全文＝♥会員]



OA文献のアクセス・プラットフォームResearchPad



「オープン」への対応したビジネスの再構築
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